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1 はじめに 

1.1 本書について 

Movable Type はかんたんに導入できる半面、様々なリスクが潜在します。

あり、ただしく設計・設定を行い、将来のリスクに対応する必要があります。

本チェックシートは、「Movable Type

的な診断項目を示すチェックシートとして作られ

このシートは主に、専用サーバーなどで比較的規模を大きく運用しているウェブサイトを対象としています。

特にセキュリティの設定を行ったり、運用体制を整備することは、将来のリスクに備える重要な手段です。

ただそれ以外のサイトでも、一部当てはまらない項目内容がありますが、問題なく利用できるはずです。

みなさまの Movable Type 導入が成功に導かれることを切に願っております。

1.2 本書に含まれる文章 

本書には以下の文章が含まれます。

文章 

Movable Type チェックシート

MTCMS のご紹介 

CMS ホスティング for MTCMS

のご紹介 
 

1.3 商標について 

文中の社名、製品名は、それぞれ各社の登録商標または商標です。

 

1.4 著作権について 

本書の著作権は株式会社スカイアークシステムに帰属します。
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はかんたんに導入できる半面、様々なリスクが潜在します。Movable Type

あり、ただしく設計・設定を行い、将来のリスクに対応する必要があります。 

Movable Type の導入時に考える必要がある事項」を客観的に判断するための、簡易

的な診断項目を示すチェックシートとして作られています。 

主に、専用サーバーなどで比較的規模を大きく運用しているウェブサイトを対象としています。

特にセキュリティの設定を行ったり、運用体制を整備することは、将来のリスクに備える重要な手段です。

ただそれ以外のサイトでも、一部当てはまらない項目内容がありますが、問題なく利用できるはずです。

導入が成功に導かれることを切に願っております。 

株式会社スカイアークシステム

には以下の文章が含まれます。 

内容 

チェックシート Movable Type 導入における注意点をチェックシート形

式で提供します。 

Movable Type 5 に機能追加できるプラグインパッケー

ジをご紹介いたします。 

for MTCMS Movable Type のメンテナンス・運用・監視をすべて委託

できるサービスをご紹介いたします。 

文中の社名、製品名は、それぞれ各社の登録商標または商標です。 

本書の著作権は株式会社スカイアークシステムに帰属します。無断配布は厳禁とします。
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Movable Type は「システム」で

 

の導入時に考える必要がある事項」を客観的に判断するための、簡易
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導入における注意点をチェックシート形
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のメンテナンス・運用・監視をすべて委託

 

無断配布は厳禁とします。 



 

 
 

2 Movable Type チェックシート

本チェックシートは Movable Type

ので、環境により確認点が異なる可能性がありますが、最低限

避できるように作られています。特に項目の重要度が高のものは早急に対応が必要です。

2.1 セキュリティ 

Movable Type はウェブサーバーに設置し、

リスクと背中合わせの状態です。本項では

紹介します。 

内容 

ログイン画面へのアクセスを制限して

いますか？ 

ログイン画面への接続は SSL を利用

していますか？ 

ウェブサーバーとアプリケーションサ

ーバーは分離されていますか？ 

利用していない CGI の実行権限を落

としていますか？ 

システムに関係ないポートは閉鎖され

ていますか？ 

システムに関係ないアプリケーション

は停止されていますか？ 

MT のバージョンは最新ですか？ 

導入しているプラグインに脆弱性がな

いかチェックしていますか？ 
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チェックシート 

Movable Type 導入における確認点を列挙したものです。一般的な項目を列挙しました

ので、環境により確認点が異なる可能性がありますが、最低限 Movable Type 導入時のリスクに関しては回

避できるように作られています。特に項目の重要度が高のものは早急に対応が必要です。

はウェブサーバーに設置し、URL さえわかってしまえばだれでもアクセスできるため、常に

リスクと背中合わせの状態です。本項では Movable Type のセキュリティリスクを回避するための項目をご

解説 

ログイン画面へのアクセスを制限して MT のログイン画面を常時アクセスできる状態にする

のはリスクが高いため、サーバーやファイヤーウォー

ルで IP アドレス制限をすることをオススメします。

MT への接続を SSL で暗号化することで、よりセキュ

アな環境を実現することが出来ます。 

ウェブサーバーとアプリケーションサ MT をアプリケーション専用サーバーに分離し、さら

にアクセス制限を行うことでシステムへの接続リスク

を軽減します。コンテンツはアプリケーションサーバ

ーからウェブサーバーへ同期させます。 

利用していない CGI の実行権限を落とすことで、外部

からの不用意なアクセスを防ぐことが出来ます。 

システムに関係ないポートは閉鎖され MT や運用中のシステムに関係のないポートをすべて

閉鎖し、外部からの攻撃に備える必要があります。

システムに関係ないアプリケーション MT や運用中のシステムに関係のないアプリケーショ

ンをすべて停止し、ぜい弱性のリスクを軽減する必要

があります。 

MT は定期的にセキュリティアップデートを行ってい

ます。バージョンを最新してぜい弱性リスクを軽減す

る必要があります。 

導入しているプラグインに脆弱性がな プラグインによっては独自に画面を拡張している場合

があり、ぜい弱性が潜んでいる場合があります。 
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